














（1）  6 月に満期となったクレジットリンク債 3 億円は、従来と同様のクレジッ
トリンク債 3 億円に更新した。利率は従来の 4.00% から 0.45% に大幅に
低下し、その利息収入は約 10.5 百万円減少した。
（2）12 月に満期となったクレジットリンク債 5 億円は、劣後債（実質 10 年
満期）で運用した。利率は従来の年間 2.53% から 1.08% に低下し、その
利息収入は年間 7 百万円減少した。
（3）3 月に満期となったクレジットリンク債 5 億円については、全運用資産
の約 15 ％である 4 億円強を目処に、配当収入目的で高利回りの株式に


















いる。本年度の当文庫の図書の増加は、購入 2,389 冊、受贈 5,490 冊、合計
7,879 冊であった。
















　シンポジウム等としては、9 月に第 5 回総合アジア圏域研究国際シンポジ







ナル 1 件・論叢類７冊・研究データベース 2 件を発刊・公開した。又、各種
研究会を計 231 回開催し、合計参加人数は 2,277 名であった。受入れ外来研
究者 10 名、外国人研究者への便宜供与は、アメリカ、中国、デンマーク等 6














（1）「解体新書展―ニッポンの「医」の歩み 1500 年―」（2016 年 1 月 9 日～
4 月 10 日）
（2）「もっと知ろうよ！　儒教展」（2016 年 4 月 20 日～8 月 7 日）




年 1 月 7 日～4 月 9 日）































て毎回 2～3 名の受け入れを実施した。又、2 月の理事会にて、普及展示部を
担当する業務執行理事は、対外的には「ミュージアム館長」と称する事となっ
た（「組織運営規程」の一部改定）。
以上
